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新
疆
ウ
イ
グ
ル　

天
山
北
路
を
行
く

　
　
　

～
新
疆
労
働
事
情
～

こ
の
夏
、
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
の
調
査
団

に
同
行
し
て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
訪
問
し
た
。

は
じ
め
て
の
新
疆
は
非
常
に
刺
激
的
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
訪
れ
て
来
た
中
国
の
各
地
と
も
異
な
る
体
験
を

し
た
の
で
、
そ
の
一
端
を
ご
報
告
し
た
い
。

今
回
の
訪
問
期
間
は
八
月
十
二
―
二
〇
日
。
ち
ょ

う
ど
夏
休
み
中
で
あ
り
、
新
疆
を
訪
れ
る
ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
と
重
な
っ
て
い
た
。
北
京　

ウ
ル
ム
チ
間

は
当
初
予
定
し
て
い
た
列
車
の
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
で

取
れ
ず
、
飛
行
機
で
向
か
っ
た
。
機
内
は
中
国
人
観

光
客
で
満
席
、
ト
ル
フ
ァ
ン
な
ど
の
観
光
地
で
も
多

く
の
観
光
客
が
見
ら
れ
、
旺
盛
な
国
内
旅
行
需
要
が

感
じ
ら
れ
、
内
需
拡
大
の
一
翼
を
確
実
に
担
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
。

人
手
不
足
の
新
疆

最
初
に
訪
れ
た
ウ
ル
ム
チ
市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

は
、
従
業
員
募
集
の
張
り
紙
が
出
て
い
た
が
、

普
通
の
服
務
員
（
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
）
の
一
か
月

の
給
与
が
一
、四
〇
〇
―
一
、八
〇
〇
元
（
日
本

円
一
六
、
八
〇
〇
―
二
一
、
六
〇
〇
円
）、
皿
洗

い
・
清
掃
員
で
も
一
三
〇
〇
―
一
、
八
〇
〇
元

（
一
五
、六
〇
〇
―
二
一
、六
〇
〇
円
）
と
表
示
さ
れ

て
い
た
の
に
は
、
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
。

中
国
で
こ
こ
二
―
三
年
一
般
労
働
者
の
賃
金
が
急

激
に
上
昇
し
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
北

京
で
も
三
―
四
年
前
に
最
低
賃
金
八
〇
〇
元
（
九
、

六
〇
〇
円
）
で
い
く
ら
で
も
雇
え
て
い
た
服
務
員
が

現
在
で
は
二
、〇
〇
〇
元
（
二
四
、〇
〇
〇
円
）
を
提

示
し
て
も
応
募
が
無
い
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
北

京
や
上
海
ほ
ど
の
大
都
市
で
は
な
い
で
新
疆
で
こ
の

賃
金
水
準
は
か
な
り
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

新
疆
全
体
の
人
口
は
二
、〇
〇
〇
万
人
、
ウ
ル
ム

チ
市
は
三
〇
〇
万
人
弱
。
日
本
か
ら
見
れ
ば
人
口
が

多
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
中
国
に
お
い
て
は
決
し
て

多
い
数
と
は
言
え
な
い
。
何
し
ろ
自
治
区
全
体
の
面

積
は
日
本
の
四
倍
と
い
う
広
大
さ
、
人
が
点
在
し
て

い
る
印
象
が
あ
る
。
そ
し
て
民
族
的
に
も
ウ
イ
グ
ル

族
と
漢
族
が
四
十
五
％
ず
つ
、
残
り
は
十
数
の
少
数

民
族
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
中
国
他
省
と
か
な
り
異

な
っ
た
状
況
に
あ
る
。

我
々
が
訪
ね
た
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
は

新
疆
に
住
む
各
民
族
に
つ
い
て
の
紹
介
が
な
さ
れ
て

お
り
、
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
楼

蘭
美
女
と
呼
ば
れ
る
三
、八
〇
〇
年
前
の
ミ
イ
ラ
も
展

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
日
本
語
ガ
イ
ド
を
し
て
く

れ
た
若
い
女
性
は
大
連
出
身
の
漢
族
で
今
年
大
連
外

国
語
大
学
日
本
語
学
科
を
卒
業
し
て
こ
ち
ら
に
就
職

し
た
と
話
す
。
日
本
語
専
攻
者
の
就
職
先
は
そ
れ
程

少
な
い
の
か
と
少
し
心
配
に
な
っ
た
が
、彼
女
に
と
っ

て
こ
の
地
は
意
外
と
チ
ャ
ン
ス
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
新
疆
は
今
人
手
不
足
な
の
で
す
」、
訪
問
し
た

市
内
の
経
済
技
術
開
発
区
の
責
任
者
は
こ
う
説
明
し

た
。
こ
の
開
発
区
の
十
一
次
五
か
年
計
画
（
二
〇
〇
六

―
二
〇
一
〇
年
）
の
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が

二
十
六
・
四
％
、
そ
し
て
十
二
次
五
か
年
計
画
終
了
時

に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
現
在
の
三
倍
に
す
る
計
画
で
あ
る
と
聞

く
と
、
そ
の
経
済
発
展
の
ス
ピ
ー
ド
が
理
解
で
き
、
人

手
が
足
り
な
い
こ
と
も
何
と
な
く
分
か
る
。

そ
の
後
こ
の
開
発
区
内
で
訪
れ
た
農
業
機
械
メ
ー

カ
ー
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

製
造
で
急
成
長
、
こ
の
分
野
で
全
国
三
位
の
売
り
上

げ
が
あ
り
、
既
に
今
年
シ
ン
セ
ン
の
創
業
版
へ
の
上

場
を
果
た
し
て
い
た
。

ウルムチ市内レストランの求人広告
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こ
の
企
業
で
は
五
〇
〇
人
の
従
業
員
の
内
、

一
般
工
員
の
最
低
賃
金
が
月
給
三
、〇
〇
〇
元

（
三
六
、〇
〇
〇
円
）、
ト
ッ
プ
研
究
者
に
い
た
っ

て
は
給
与
が
ボ
ー
ナ
ス
を
含
め
た
年
収
ベ
ー
ス
で

一
〇
〇
万
元
（
一
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）
を
優

に
超
え
る
と
聞
き
、
耳
を
疑
っ
た
。
一
体
ど
ん
な
人

が
働
い
て
い
る
の
か
と
聞
く
と
、
一
般
工
員
は
全
て

地
元
の
人
、
研
究
者
も
地
元
の
大
学
を
出
た
人
が
多

い
と
の
こ
と
だ
が
、
一
部
は
内
地
（
自
治
区
外
）
か

ら
招
聘
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
ら
し
い
。
従
業
員

の
確
保
は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
翌
日
訪
れ
た
医

薬
メ
ー
カ
ー
で
も
最
近
の
給
与
上
昇
は
毎
年
十
五
％

以
上
と
述
べ
て
お
り
、
沿
海
部
に
追
い
付
く
勢
い
と

な
っ
て
い
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
国
境
に
近
い
伊
寧
県
で
は
、

大
規
模
な
石
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
建
設
中
で
あ
り
、

完
成
時
に
は
一
六
、〇
〇
〇
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ

る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
規
模
は
圧
倒
的
で
あ
り
、

従
業
員
は
地
元
で
は
賄
い
き
れ
な
い
た
め
、
大
規
模

な
宿
舎
及
び
食
堂
が
同
時
に
建
設
さ
れ
て
い
た
。

資
源
を
利
用
し
た
大
規
模
開
発
も
増
加
し
て
お
り
、

益
々
人
材
需
要
が
高
ま
り
、
そ
の
コ
ス
ト
も
上
昇
す

る
と
思
わ
れ
る
事
例
で
あ
っ
た
。

流
入
す
る
高
学
歴
人
材

ま
た
今
回
の
企
業
訪
問
に
同
行
し
て
く
れ
た
開
発

区
の
若
手
は
実
に
標
準
的
な
北
京
語
を
話
し
て
い

た
。
聞
い
て
み
る
と
、
山
東
省
出
身
で
何
と
清
華
大

学
を
卒
業
し
て
い
る
と
言
う
。
ウ
ル
ム
チ
ま
で
来
て

就
職
し
た
理
由
を
聞
く
と
「
特
に
他
省
に
比
べ
て
待

遇
が
良
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
チ
ャ
ン
ス
は
非
常

に
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
経
済
成
長

が
鈍
化
し
た
沿
海
部
に
比
べ
て
、
内
陸
部
の
急
成
長

を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

ウ
ル
ム
チ
か
ら
西
に
一
五
〇
㎞
、
石
河
子
市
に
も

立
ち
寄
っ
た
。
こ
こ
は
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
、

新
疆
の
治
安
維
持
と
開
拓
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
新

疆
建
設
兵
団
（
日
本
で
い
え
ば
屯
田
兵
）
が
開
拓
し

た
都
市
。
街
に
入
る
と
な
ぜ
か
一
九
八
〇
年
代
、

九
〇
年
代
の
懐
か
し
い
中
国
の
都
市
に
出
会
う
。
人

口
的
な
都
市
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
我
々
を
案
内
し
て
く
れ
た
青
年
も
、
山
東

省
か
ら
ウ
ル
ム
チ
の
大
学
に
進
学
、
大
学
院
を
卒
業
し

て
も
内
地
へ
帰
ら
ず
、
石
河
子
市
の
役
所
に
勤
め
て
い

た
。「
新
疆
に
は
未
来
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
今
中
国

で
公
務
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
場
所
は
選
ん
で
い

ら
れ
ま
せ
ん
よ
」と
い
う
率
直
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

既
に
こ
の
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
い
、
後
は
結
婚
し
て

ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら
す
と
言
う
。

中
国
に
も
大
学
生
の
就
職
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ

と
言
う
も
の
が
あ
り
、
今
や
外
資
系
企
業
は
押
し
の

け
ら
れ
、
大
手
国
有
企
業
の
名
前
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
る
が
、
学
生
の
本
音
は
企
業
に
就
職
す
る
の
で

は
な
く
「
公
務
員
」
が
一
番
。
新
疆
に
と
っ
て
、
高

学
歴
人
材
を
補
う
意
味
で
は
公
務
員
人
気
は
追
い
風

な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
我
々
の
ア
テ
ン
ド
に

奮
闘
し
、
飲
め
な
い
酒
を
飲
み
、
酔
い
つ
ぶ
れ
た
彼

を
見
て
、
非
常
に
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

少
数
民
族
の
雇
用
状
況
に
関
し
て
は
、
今
回
そ
れ

程
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
役
所
や
大
学
な
ど

の
機
関
で
は
民
族
間
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
か
な
り
配
慮

が
あ
る
と
聞
い
た
。
ま
た
イ
ス
ラ
ム
教
に
見
ら
れ
る

金
曜
日
礼
拝
や
ラ
マ
ダ
ン
の
扱
い
に
は
注
意
が
必

要
。
実
際
に
我
々
が
訪
問
中
は
ラ
マ
ダ
ン
で
あ
り
、

自
治
区
政
府
が
通
常
の
業
務
を
促
し
て
も
、
信
仰
の

観
点
が
優
先
し
て
い
る
場
面
も
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を

規
制
す
れ
ば
当
然
衝
突
が
起
こ
る
た
め
、
適
度
に
柔

軟
な
対
応
を
し
て
い
る
所
が
見
ら
れ
た
。

新
疆
の
労
働
事
情
を
見
て
い
く
と
、
①
他
省
と
比

べ
て
人
口
が
少
な
く
労
働
力
不
足
②
急
速
な
発
展
の

ス
ピ
ー
ド
に
人
材
が
追
い
付
い
て
い
な
い
③
相
対
的

に
賃
金
は
高
め
④
民
族
間
の
運
営
に
は
慎
重
を
期
す

る
必
要
あ
り
、
と
い
う
印
象
を
持
つ
。
そ
の
結
果
、

原
材
料
は
現
地
で
確
保
す
る
も
労
働
集
約
型
で
は
な

く
、
機
械
化
に
よ
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
産
業
が

目
に
付
い
た
。
因
み
に
現
時
点
で
日
系
企
業
の
進
出

は
殆
ど
な
い
。

（
す
が
つ
と
む
・
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

／
ア
ジ
ア
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
）

ウルムチ経済開発区内の農業機械工場
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